
「難⺠等」概論 

武蔵⼤学社会学部
⼈⾒ 泰弘

講義ゼロ

※本資料は2024年度の研修資料を基に作成したものです



難民に関する概要や定義を理解できる1

本講義の到達⽬標

日本の難民政策の枠組みを理解する2

来日後の難民の移住過程を捉える視点を理解する3

難民の「移住者」であることの二面性を理解する4

そもそも「Ｑなぜ難民が日本語を必要としているのか？」を考える5
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国境を越えて移動する国際移⺠（2020年時点）
 - 2億8100万⼈（世界⼈⼝の3.6％）
〚IOM World Migration Report 2024〛
- ⼥性1億3500万⼈・男性1億4600万⼈
- ⼦ども2800万⼈（世界⼦ども⼈⼝の1.4%）
- 移動⽬的︓労働・教育・観光・安全etc

難⺠を含む強制移住を余儀なくされた⼈々
- ⾃由や尊厳、安全が脅かされたために故郷や祖国を逃れる
- 難⺠の主な発⽣過程［Zolberg et al 1989］
1.新興国家の形成にともなう国家変容︓

脱植⺠地化・連邦制解体により国⺠⽂化の再構築とマイノリティの追放が発⽣
2.新たな社会秩序をめぐる闘争︓

⺠主化・共産主義化などの社会⾰命による排除により、旧⽀配階級・政権関係者が離脱

国際移⺠のなかの難⺠等
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国際移⺠

難⺠等
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難⺠の定義「難⺠の地位に関する条約」（1951年・第⼀条）

難⺠の定義

「⼈種、宗教、国籍もしくは特定の社会的集団の構成員であることまたは政治的意⾒を
理由に迫害を受けるおそれがあるという⼗分に理由のある恐怖を有するために、国籍国の
外にいる者であって、その国籍国の保護を受けられない者またはそのような恐怖を有するた
めにその国籍国の保護を受けることを望まない者」

国際条約における難⺠の要件

難⺠となる
５つの理由を想定

迫害を受ける
恐れがあること

1
国籍国の外にいること

2 3
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概要︓全体で1億1730万⼈［UNHCR Global Trends 2023］

（1）難⺠（Refugee)︓3160万⼈
（2）国内避難⺠（Internally Displaced Persons)︓6900万⼈
（3）庇護申請者（Asylum Seekers)︓690万⼈
※移動を強いられた⼈のうち、18歳未満の⼦どもの割合は4割

難⺠の出⾝国と受⼊国
（1）出⾝国︓アフガニスタン、シリア、ベネズエラ、ウクライナ、スーダン
（2）受⼊国︓イラン、トルコ、コロンビア、ドイツ、パキスタン

難⺠保護の２つの局⾯
（1）各国による個別の難⺠保護（Asylum）
（2）国家の負担分担（Burden Sharing）＝国際条約は未整備︕
 →「負担の押し付け」が発⽣。

      先進国は受⼊れに消極的になり、⼤半の難⺠は発展途上国に滞留（封じ込め）

難⺠を含む強制移住者の概要
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1 インドシナ難⺠政策（1978-2005）
- ベトナム・ラオス・カンボジア難⺠。「定住者」資格＋適応訓練
2 条約難⺠政策（1982-）
- 難⺠条約に基づき個別審査→審査後に「定住者」「特定活動」資格など
3 第三国定住難⺠政策（2010-）
- 30⼈、タイ／マレーシアのビルマ系難⺠→60⼈＋アジアから
- 「定住者」資格＋適応訓練
4 留学⽣として受け⼊れ（2017-）
- シリア系難⺠を留学⽣として受け⼊れ（「留学⽣」資格）
5 ⺠間受⼊
- ⾮政府団体（市⺠団体）が⽇本語学校・⼤学と受け⼊れ
6 そのほか
- 緊急避難措置（ミャンマー、スーダン）︓「特定活動」資格
- ウクライナ避難⺠の受⼊れ
- 補完的保護（2023.12-）︓「定住者」資格等

戦後⽇本の難⺠政策
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条約難⺠としての受⼊れは
厳格に運⽤されている

難⺠政策をめぐるいくつかの論点

1
付与される在留資格が違うため、
難⺠等が⾏使できる権利も違う
                                （下記は⼀例）

受⼊枠組みにより特定の国籍や年齢層を
想定しており、

⼈によっては申請できる枠組みが限られる
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国際移⺠の移住過程論［Castles and Miller 2009=2011］

   若い労働移⺠による⼀時滞在が主流。
   海外送⾦・帰国志向が強い段階

   滞在⻑期化と、親類や友⼈と相互扶助の必要性に基づいた
   社会的ネットワークが発達する段階

   家族呼寄せ開始と、受⼊国への関与が増⼤し⻑期定住意識が⾼まる。
   移⺠独⾃の機関を持つエスニック・コミュニティが出現する段階

   永住段階に⾄る。
   受⼊国の対応により、安定的な市⺠権の獲得が可能になるか、
   社会経済的な周縁に置かれエスニック・マイノリティとなる段階

来⽇後の難⺠の移住過程

段階 1

段階 2

段階 3

段階 4
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難⺠の移住経路の多様化（編⼊様式論のアプローチ）

⽇本への定住過程は、難⺠⾃⾝が持つ資源のみならず、出⾝国からの離脱状況や受⼊国社
会の構造からの影響を受ける［Portes and Böröcz 1989］

出⾝国側の要件 難⺠ 受⼊国側の要件

- 社会階層
- ⺠族
- 宗教
- 政治 etc.

1 難⺠政策︓包括的or制限的
（条約難⺠・第三国難⺠・難⺠申者etc）
2 労働市場︓単純労働、専⾨職、起業家
3 ⽇本社会の反応︓差別的・中⽴的
4 同胞コミュニティ︓ 同胞の数・タイプ

- ⼈的資本
- 社会関係

資本 etc

各要件の組合せにより、難⺠は多様な移住経路へ
社会的な上昇移動、下層への滞留etc
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「移住者」として⼆⾯性︓⼊移⺠（Immigrant）/出移⺠（Emigrant）［Waldinger 2015］
難⺠は外国⼈として⽇本に滞在している。

しかし、⽇本に離脱したからと⾔って、出⾝国との関係がなくなっているわけではない

難⺠と出⾝国社会との関係

移⺠難⺠の⼆⾯性

出⾝国政府による越境的な抑圧
 政権による脅迫（旅券取得時など）
 祖国に残る家族への⾝体的危惧

⽇本で法的保護を得たからといって、
出⾝国からの迫害から解放されているわけではない

1
事例

残された家族からの期待（や圧⼒）

 将来的な家族呼寄せ、経済的⽀援

期待に沿う⾏動を模索
（ときには義務や負担にもなる）

2
事例

送出国側 受⼊国側
出移⺠
Emigrant
国⺠

⼊移⺠
Immigrant
外国⼈

移
⺠
難
⺠

9



1 難⺠の概要︓
祖国を離脱する難⺠は増加傾向にある、同時に祖国を離脱すらできない⼈も増えている

2 ⽇本に難⺠を保護する難⺠政策がある︓
枠組みにより対象者や付与される権利には違いがある

3 来⽇後の難⺠の移住過程は⼀様ではない︓
出⾝国側の離脱要件、難⺠本⼈の持つ資源、受⼊国の社会構造により移住過程を分岐するため、
難⺠といっても⼀括りにはできない

4 難⺠は⽇本に居るからといって、出⾝国との関係をなくしたわけではない︓
出⾝国政権側の⽀配や統治、残した家族からの期待や圧⼒がある

5 Ｑそもそも、なぜ難⺠は⽇本語を必要とするのか︖（研修を通じて考えていただきたいこと）
より安定した仕事に就くため／家族を呼び寄せるため
⼦どもの学校の書類をみるため／⽇本⼈とコミュニケーションをとるためetc

難⺠の移住背景、および難⺠を取り巻く制度・政策や社会構造を理解することは、難⺠に⽇本語を
教える／難⺠が⽇本語を学習するために必要な姿勢・配慮などを考えることにつながる

講義ゼロのまとめ
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